
賛成多数

賛成多数

全員賛成

賛成多数

全員賛成

全員賛成

全員賛成

全員賛成

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

派遣期日

派遣場所

派遣議員

足柄下郡議長会全議員研修会

平成19年10月17日

湯　河　原　町

全　　　　　員

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

温泉財産区特別会計

宮城野財産区特別会計

仙石原財産区特別会計

蛸川財産区特別会計

温 泉 特 別 会 計

育英奨学金特別会計

下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

第2号公共下水道事業仙石原処理場機械設備
改築工事請負契約�

契約相手

契約金額

三菱重工環境エンジニアリング（株）

111,079,500円

第2号公共下水道事業仙石原処理場電気設備
改築工事請負契約�

契約相手

契約金額

（株）東芝首都圏南支社

142,800,000円

学校統合推進事業箱根明星中学校給食室棟
増築他工事請負契約�

契約相手

契約金額

勝俣組・上野工務店共同企業体

137,760,000円

（3議案とも賛成多数）

派遣期日

派遣場所

派遣議員

神奈川県町村議会議長会
町村議会議員研修会

平成19年11月16日

山　　北　　町

全　　　　　員

都市
整備
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DIC591（きみどり）

箱
根
湯
本
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
に
伴
う

隔
地
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
と
財
政
再
建
に
つ
い
て

Q
　
次
の
６
点
に
つ
い
て
伺
う
。

１
　
な
ぜ
、
隔
地
タ
ク
シ
ー

プ
ー
ル
が
湯
本
大
橋
下

観
光
駐
車
場
な
の
か

２
　
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
と
し
て
、

第
三
者
が
使
用
で
き
る
と
い
う

整
合
性
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

３
　
観
光
向
け
駐
車
場
を
な
く
し

て
ま
で
も
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル

を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

理
由
と
そ
の
根
拠
に
つ
い
て

４
　
現
状
の
観
光
駐
車
場
の
ス
ペ
ー

ス
を
ど
こ
に
確
保
す
る
の
か

５
　
地
元
自
治
会
や
湯
本
駅
周
辺

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
賛
同
は
、

得
ら
れ
て
い
る
の
か

６
　
賃
料
は
ど
の
く
ら
い
の
収
入

を
見
込
み
、
財
政
再
建
に
寄
与

で
き
る
の
か

　
１
点
目
に
つ
い
て
、
現

在
、
町
と
し
て
は
、
西
側

広
場
の
地
権
者
や
使
用
権

限
の
あ
る
特
定
タ
ク
シ
ー
事
業
者

の
了
解
を
得
て
、
他
社
も
西
側
広

場
の
タ
ク
シ
ー
降
車
を
認
め
て
い

た
だ
く
た
め
の
機
能
補
償
と
し
て
、

特
定
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
乗
車
を

町
が
所
有
し
て
い
る
駅
南
側
広
場

に
移
行
す
る
計
画
を
し
た
が
、
駅

南
側
広
場
は
タ
ク
シ
ー
が
３
台
程

度
し
か
待
機
で
き
な
い
た
め
、
残

る
台
数
の
機
能
補
償
と
し
て
直
近

で
町
有
地
の
湯
本
大
橋
下
を
待
機

場
所
の
適
地
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
、
現
在
の
観

光
駐
車
場
は
、
境
界
と
見
ら
れ
る

ポ
イ
ン
ト
の
内
側
で
整
備
を
し
て

お
り
、
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル
も
現
在

の
駐
車
場
の
範
囲
で
予
定
し
て
い

る
の
で
、
現
行
の
形
態
は
損
な
わ

な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
、
町
の
思
い

を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
手
立
て
で

あ
り
、
決
し
て
タ
ク
シ
ー
プ
ー
ル

を
優
先
す
る
と
い
う
考
え
で
は
な

い
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
４
点
目
に
つ
い
て
、
箱
根
湯
本

駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら

も
「
役
場
の
公
用
車
駐
車
場
を
土

日
等
は
有
料
で
観
光
駐
車
場
と
し

て
開
放
す
る
。
」
あ
る
い
は
「
職

員
駐
車
場
を
閉
庁
日
は
、
観
光
客

専
用
駐
車
場
と
し
て
い
る
が
、
平

日
と
も
に
30
分
か
ら
40
分
程
度
は

無
料
と
し
、
そ
れ
以
上
の
駐
車
は

有
料
に
す
る
。
」
と
い
う
要
望
が

あ
る
ほ
か
、
中
長
期
的
に
は
「
現

在
の
旭
町
地
内
の
町
と
民
間
の
有

料
・
月
極
駐
車
場
の
統
廃
合
を
行

い
、
広
い
駐
車
場
と
し
て
整
備
す

る
。
」
あ
る
い
は
「
湯
本
分
署
と

箱
根
観
光
物
産
館
の
建
替
え
の
際

に
は
、
複
合
施
設
と
し
て
建
設
し
、

地
下
や
地
上
を
有
効
利
用
し
た
観

光
駐
車
場
を
確
保
す
る
。」
と
い
っ

た
要
望
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
視
野

に
入
れ
、
今
後
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
５
点
目
に
つ
い
て
、
湯
本
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
委
員
構

成
に
湯
本
地
域
自
治
会
連
絡
協
議

会
の
正
副
会
長
や
旭
町
自
治
会
の

会
長
も
い
る
中
で
、
７
月
の
協
議

会
の
際
に
も
タ
ク
シ
ー
の
乗
降
分

離
の
話
題
が
出
て
、
町
と
し
て
は
、

現
在
、
関
係
事
業
者
と
調
整
中
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
経
緯
も
あ
る
。

　
６
点
目
に
つ
い
て
、
湯
本
駅
西

側
広
場
に
他
の
タ
ク
シ
ー
事
業

者
も
乗
り
入
れ
、
乗
客
を
降
ろ

す
こ
と
が
で
き
る
た
め
の
機
能

補
償
と
し
て
、
西
側
広
場
の
使

用
権
限
の
あ
る
特
定
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
湯
本
大
橋
下
の
観
光

駐
車
場
を
待
機
場
所
に
す
る
わ

け
で
、
そ
こ
に
賃
料
は
発
生
し

な
い
が
、
観
光
客
の
利
便
性
の

向
上
や
交
通
渋
滞
の
緩
和
な
ど
、

観
光
客
の
受
け
入
れ
環
境
の
整

備
を
行
う
こ
と
で
、
今
後
、
観

光
客
が
さ
ら
に
増
加
し
、
観
光

産
業
が
潤
う
経
済
効
果
を
考
え

た
時
、
町
財
政
に
も
寄
与
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 箱根幼稚園

条
　
　
例

町
　
　
道

決
算
認
定

補
正
予
算

契
　
　
約

人
　
　
事

９
月
定
例
会

陳
　
　
情

　
平
成
19
年
９
月
定
例
会
は
、

９
月
４
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で

の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例
の
一
部

改
正
を
は
じ
め
補
正
予
算
や
18

年
度
決
算
の
審
議
の
ほ
か
、
正
副

議
長
の
選
挙
・
各
常
任
委
員
お
よ

び
議
会
運
営
委
員
等
の
選
出
を
行

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
し
た
議
案
な
ど
の

内
容
と
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
平
成
18
年
度
箱
根
町
一
般
会
計

お
よ
び
10
特
別
会
計
な
ら
び
に

水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
〕　

　
会
期
中
の
審
査
と
し
て
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
決
算
の
認
定
は
、

４
日
間
に
わ
た
る
同
特

別
委
員
会
で
、
９
人
の

委
員
か
ら

72

項
目
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、

慎
重
審
査
の
結
果
、
委

員
長
報
告
と
同
様
に
、

原
案
の
と
お
り
認
定
し

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〔
箱
根
町
育
英
奨
学
金
条
例
の
一

部
改
正
〕

　
育
英
奨
学
金
事
業
の
事
務
改
善

を
図
る
た
め
提
出
さ
れ
た
こ
の
議

案
は
、
教
育
福
祉
常
任
委
員
会
へ

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
て
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

〔
町
道
路
線
の
廃
止
（
箱
90
号
線
）〕

　
こ
の
議
案
は
、
町
道
と
し
て
存

続
す
る
必
要
性
が
な
い
と
思
わ
れ

る
た
め
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
環

境
整
備
常
任
委
員
会
に
会
期
中
の

審
査
と
し
て
付
託
さ
れ
、
審
査
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
廃
止
し
ま

し
た
。
　
　
　
　
　
（
全
員
賛
成
）

〔
平
成
19
年
度
箱
根
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）〕

　
歳
入
歳
出
に

1,754
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
87
億

6,754
万
円
に
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

〔
平
成
19
年
度
箱
根
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）〕

　
歳
入
歳
出
に

4,280
万

9,000
円
を
追

加
し
、
総
額
を
88
億

1,034
万

9,000
円

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。
（
２
議
案
と
も
全
員
賛
成
）

〔
平
成
19
年
度
箱
根
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）〕

　
歳
入
歳
出
に
726
万

6,000
円
を
追

加
し
、
総
額
を
８
億
526
万

6,000
円

に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。
　
　
　（
賛
成
多
数
）

〔
箱
根
幼
児
学
園
設
置
に
関
す
る

陳
情
書
〕

◇
陳
情
者
　
箱
根
地
域
自
治
会

　
　
　
　
　

連
合
会

　
こ
の
陳
情
は
、
教
育
福
祉
常

任
委
員
会
に
会
期
中
の
審
査
と

し
て
付
託
さ
れ
、
総
務
企
画
観

光
常
任
委
員
会
と
の
連
合
審
査

の
結
果
、
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
〕

　
小
嶋
章
司
さ
ん
（
宮
城
野
641 

）

を
引
き
続
き
、
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
〕

　
唐
澤
久
雄
さ
ん
（
宮
城
野

58 

の

29
）
を
引
き
続
き
、
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
監
査
委
員
の
選
任
〕

　
10

月
４
日
に
退
職
さ
れ
た
勝

俣
俊
彦
議
員
の
後
任
と
し
て
、

杉
山
幹
雄
議
員
を
監
査
委
員
に

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

意
し
ま
し
た
。
　
　（
全
員
賛
成
）

〔
議
員
の
派
遣
〕

　
町
議
会
会
議
規
則
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
議
員
を
派
遣
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
決
し
ま
し
た
。

議
員
派
遣 杉山 幹雄  議員

（元箱根90-102）

平成 18 年度 歳入歳出決算認定審議状況

A

健康
福祉

福
祉
バ
ス
廃
止
と

敬
老
無
料
パ
ス
に
つ
い
て

QA
　
お
年
寄
り
の
足
の
確
保

の
た
め
に
福
祉
バ
ス
を
復

活
さ
せ
る
か
、
ま
た
は
敬

老
無
料
パ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

　
１
点
目
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
お

い
て
は
、
地
域
に
お
け

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
に
対
応

す
る
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
た

だ
く
中
で
、
負
担
に
な
る
バ
ス
の

運
行
復
活
は
難
し
い
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
お
年
寄
り
が
さ
ま
ざ

ま
な
高
齢
者
施
策
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
際
し
、
今
ま
で
は

こ
の
バ
ス
を
各
地
域
順
番
に
運
行

し
、
利
用
で
き
な
い
地
域
の
方
に

つ
い
て
は
、
交
通
費
の
半
額
を
補

助
し
て
き
た
が
、
今
年
度
は
全
地

域
の
参
加
者
に
補
助
す
る
こ
と
で

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
機
能
低
下
し
た
お
年
寄

り
の
た
め
の
「
ら
く
ら
く
運
動
教

室
」
に
お
い
て
は
、
参
加
し
な
い

と
機
能
の
後
退
を
招
く
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
お
年
寄
り
の
た
め
、
職

員
が
公
用
車
で
送
迎
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
は
、
高
齢
者
通
院
費
補

助
事
業
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
在
宅

障
が
い
者
等
支
援
事
業
や
心
身
障

が
い
者
施
設
等
通
所
交
通
費
扶
助

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
非
課
税

世
帯
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
、

あ
る
い
は
障
が
い
者
の
方
々
の
交

通
費
に
か
か
る
負
担
軽
減
を
図
る

な
ど
、
数
多
く
の
施
策
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
福
祉
バ
ス
の
復
活

や
敬
老
無
料
パ
ス
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
町
の
財
政
が
逼
迫
す
る
中

で
、
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

湯本大橋下観光駐車場


